
長期契約を活用した装備品等の調達

以下の案件を契約締結し、約１３５億円の経費の縮減効果を得た。
①輸送ヘリコプター（ＣＨ－４７ＪＡ）１２機

縮減額： 約▲１９億円※ （約▲１５．６％）

②輸送ヘリコプター（ＣＨ－４７Ｊ）５機

縮減額： 約▲７億円※ （約▲１５．３％）

③Ｆ１１０エンジンの維持部品包括契約１式

縮減額： 約▲１０９億円 （約▲１４．０％）

※①及び②は、搭載通電機器の一部の契約であるため、長期契約法に基づく上半期に
おける縮減額である。

重点的な取組

調達事務のデジタル化の推進
定型的な事務作業の自動化により、５２５件の物品の調達業務に必要な書類・メールの
作成、１８５件の調達情報を更新した。

共通的な取組

少額随意契約の更なる改善
調達内容をホームページ上で公開し、見積書を公募したことなどにより、延べ４２４者
の新規事業者が参入した。

事業者の準備期間及び契約履行期間の確保
事業者へのアンケート調査やヒアリングを実施し、契約履行に必要な期間を十分に確保
したことなどにより、８件の一者応札を改善した。

その他の取組

以上、令和６年度の取組について、各会計機関が着実かつ適切に実施
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